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図 書 名 等 聴 き 取 り 内 容

BBC DELUXE
ビーボーイコミックス デ
ラックス

BL2人の恋愛漫画。画力もあり、読みやすい。男性器や性器も白ヌキで消されていて配慮
は感じる。しかし、消されているとはいえ、白ヌキの甘さや性器の登場回数が青年レベル
をこえている。指定やむなし。

これから俺は、後輩に抱か
れます 2 純粋な恋愛漫画。性器描写は白抜きで配慮しているが、白抜きしているという理由で性器

部分や結合部分を際立たせている場面が多い。体液描写は、過剰な印象。成人向き。

令和3年9月10日発行 絵が非常に上手なゆえ性交時の描写が非常にリアルに、また激しく擬音、体液も多い。着
衣、全裸での描写が卑わい感を助長させる。セックス時のポーズ・顔の描写も性的感情を
助長させる。指定該当。

両想いの関係が全体のストーリーになっていて、多少コミカル。性器も白抜きになってい
るが、体液描写が多く、性交シーンでは、大きなコマの箇所も見受けられ、白く抜かれて
いても形状が分かるところもある。指定該当。

人格否定的な行為はみられず、互いの意思の尊重と気遣いもあり、ストーリー的には問題
がないが、性的行為の描写があまりにも多く、体液や擬音の描写も多く、全編のかなりの
部分を占めていて卑わい感をぬぐいきれない。指定該当やむなし。

性器は修整はしているものの、白抜きで形状がわかる等、甘いところがある。性描写もあ
り、指定やむなし。

ストーリーは純愛で人格否定などもないが、体液描写、擬音が多く、とりわけ結合部の描
写が多く卑わい感を否定できない。指定該当やむなし。

画力があり、ストーリーも上手く作られているのでそこまでの卑わい感を感じない。性器
修整は、白ヌキで多めに消しているのでかなり配慮を感じる。付せんの割合から全編大部
分とはいえず、指定非該当。

体液、擬音描写が多いが、白く消される等性器の修整がされている。施行規則イとロの人
格否定の該当箇所はない。ただし、巻後半で濃厚な情交シーンが続き、卑わいな感じを与
えるという点で、施行規則基準に該当する可能性は否定できない。しかし青少年の健全な
成長を阻害するおそれがあるとまでは認められない。指定非該当。

やや体液表現が多く感じるが絵は技術高く作られており卑わい感は無い。人格否定の要素
も無い。性器の消しも徹底されており、オモチャも白線を置くなど一応の配慮がされてい
る。指定非該当。

恋人同士の恋愛を描いたBL漫画。性描写は多めだが、白ヌキ修整が丁寧に処理されてい
る。人格否定ととられるシーンもない。絵が大変上手で修整されていても行為がリアルに
伝わりやすい。開脚のアップ等散見され、構図等に工夫の余地はあるが、指定非該当。

人格否定のない純愛漫画。性器の消しはしっかりしているものの、中盤以降、局部を強調
している場面もある。体液や擬音の描写が多いが、それが必ずしも卑わいとか露骨とかに
繋がるとは思わない。局部のアップなどあるが、指定非該当。

恋愛感情を抱く二人が愛を確かめ合う物語。愛情表現として性行為が執拗に描かれてい
る。性行為表現の分量はそれなりに多く、一部性器の修整が甘く、器具の使用もあるもの
の、暴力、薬物、性行為の強要、それに伴う人格否定の描写は一切ない。指定非該当。

会社の先輩後輩の恋物語。性描写だけでなく、社内における人間関係なども描かれてお
り、セックスシーンの分量も全編というわけではない。やや体液描写が多く、局部のアッ
プも多いが、性器は消されており、絵の綺麗さも手伝ってかそこまで卑わい感は感じさせ
ない。総合的に判断して指定非該当。

ストーリー半ばで全裸のページは増えるが、全体から見ると裸のシーンが描かれている
ページ数もさほど多いとは感じない。絵もきれいで卑わいな感じは感じられない。人格否
定もない。指定非該当。

擬音、体液描写が多めで、結合部や開脚の描写は散見されるものの、性器は白抜きで確実
に修整が加えられている。形状が判別できそうな箇所と、はっきり描いていない箇所があ
る。法に触れる様な強制、暴力と受け取れるシーンも見当たらない。指定非該当。

体液、擬音の描写が多く、卑わいな感じが強調されている。全体を通してストーリー性が
あり、時折コミカルなコマもあるので、強制的で人格否定的な印象は受けない。性器は
しっかり白抜きで消されている。指定非該当。

擬音、体液描写が激しく多いが性器の修整は確実に加えられている。中盤に登場する器具
は、露骨に形状が分かるものもあるが白線を加えるなど、一定の配慮は感じられる。判断
に迷うが、ストーリー性など総合的に判断して、指定非該当。

条例第18条の２第２項に規定する自主規制団体からの聴き取り結果
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